
 

  

 

 

 

 

平成  年  月  日 

 

 

公益財団法人 日本高等教育評価機構 

理事長  黒田 壽二  様 

 

 

○○大学 

 

理 事 長  ○○ ○○  職印 

 

学 長  ○○ ○○  職印 

 

 

 

本学は、公益財団法人日本高等教育評価機構が作成した評価報告書案（平成 30 年 2 月

6日付け 29公財高評第 164号）について、以下のとおり回答いたします。 

 

1.特に意見及び語句の修正はありません。 

 

2.評価報告書案に対する意見書のとおり、意見を提出します。 

 

3.評価報告書案に対する語句修正依頼書のとおり、語句の修正を求めます。 

 

 

 

評価報告書案に対する意見申立て返答書 

1～3の当てはまる数字に○をしてください。 

＜記入例＞ 

（意見及び語句修正がある場合） 

意見・語句修正がない場合は、1 に○をして
返答書のみをご提出ください。 

Eメールでお送りいただくものは、 
押印前のもので結構です。 

意見・語句修正がある場合は、該当する数字に○

（複数可）をして返答書及び必要書類をご提出く
ださい。 



 

 

 

＜評価報告書案に対する意見＞ 

 

 

 大学名               

 

No. 場所など 内容 

1 ページ数 8 ページ  

項目 基準項目 2－3【改善を要する点】「○」 

該当部分の抜粋 ○○における○○プログラムが現状では○○である 

点について、早期の改善が必要である。 

意見 ○○の改善については、○○実行委員会において 

協議し、10 月 1 日より新プログラムを実施してい 

ます。 

よって、文言の修正又は項目削除を希望します。 

（1 ページ【総評】、7 ページ【理由】に関連の記 

載があり、同様の対応を希望します） 

根拠資料 【資料 2-3-5】○○実行委員会議事録 

（第○回 平成○年○月○日開催） 

2 ページ数  

項目  

該当部分の抜粋  

意見  

根拠資料  

3 ページ数  

項目  

該当部分の抜粋  

意見  

根拠資料  

＜記入例＞ 

評価報告書案のページを記入してください。 

評価報告書案に対する意見書 

※返答書で 2に○をされた場合に、意見を付す理由をご記入ください。 

内容と事実が異なる点を記
入してください。 

根拠となる資料を明示し、ご提出ください。
なお、エビデンス集（データ編）やエビデン
ス集（資料編）など、既にご提出いただいて

いる場合は資料のコード等を記載し、添付は
不要です。 

申立ての結果、どのような対

応を希望するかを記入して
ください。 

該当箇所、行数等も記入してください。 

実地調査最終日までの状況
に基づいて、意見を付す理由

を記入してください。 

同様の指摘が複数の項目に

該当する場合は関連項目に
ついてもご記入ください。 



 

 

 

 

＜評価報告書案の語句の修正について＞ 

 

 

 大学名               

 

No. 場所など 内容 

1 ページ数 12ページ 

項目 基準項目 2-9の【理由】5行目 

該当部分の抜粋 また、学科別のコモンズルームの設置等 

相違語句 コモンズルーム 

正しい語句 コモンルーム 

補足（説明) 正式名称は、「コモンルーム」です。 

（自己点検評価書 60ページ参照） 

2 ページ数 4 ページ 

項目 基準項目 2-1 の【改善を要する点】「○」 

該当部分の抜粋 定員充足率が極めて低い点 

相違語句 極めて低い 

正しい語句 低い 

補足（説明) 定員充足率を大幅に下回っている事実は認め 

ます。しかし、近年、教職員の努力もあり、 

若干ではありますが、回復の兆しがあります。 

評価結果公表後の影響に鑑み、「極めて」を削 

除していただくようご検討ください。 

3 ページ数  

項目  

該当部分の抜粋  

相違語句  

正しい語句  

補足（説明）  

 

評価報告書案のページを記入してください。 

＜記入例＞ 
評価報告書案に対する語句修正依頼書 

※返答書で 3に○をされた場合に、名称の違い、誤

字・脱字などについて、内容を記入してください。 

名称の違い、誤字・脱字などについ
て、内容を記入してください。 

根拠となる資料等を明示してください。 

該当箇所、行数等も記入してください。 

削除によって指摘の内容が変わるため、
このような場合は、あらためて意見書を

ご提出いただきます。 


